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病気休暇制度の見直しに関する人事院規則等の改正内容について
平成22年11月１日
職員福祉局
給与局
Ⅰ．趣旨及び措置の内容
　　国家公務員の病気休暇制度については、取得日数に上限が設けられていない現行制度を民間企業における状況を踏まえたものとする必要があること、長期にわたる病気休暇を取得する者の割合が上昇傾向にあり、欠員補充が可能となる病気休職との役割分担を明確にすることが求められてきたこと、断続的に病気休暇を取得する職員に対する適切な健康管理及び服務管理を行う必要があること等から、以下のとおり人事院規則等の改正を行うこととした。
　１．人事院規則15－14（職員の勤務時間、休日及び休暇）及び同規則運用通知の一部改正
  （１）病気休暇の期間は、療養のため勤務しないことがやむを得ないと認められる必要最小限度の期間とする。ただし、次の①から③までの場合以外の場合における病気休暇の期間は、①から③までの病気休暇を使用した日その他の人事院が定める日（※１）を除き、連続して90日を超えることはできない。
  　　①　生理日の就業が著しく困難である場合
  　　②　公務災害、通勤災害の場合（※２）
  　　③　規則10－４に基づく勤務の軽減措置を受けた場合
（規則第21条第１項）
　　　※１　「人事院が定める日」は、①から③までの場合の病気休暇を使用した日と、①から③までの病気休暇の間にある週休日、休日、病気休暇以外の休暇等により勤務しない日とする。
（規則15－14運用通知第12の第２項）
　　　※２　派遣先で業務災害又は通勤災害に遭った職員が復帰した場合の病気休暇の期間の取扱いについては、公務災害の場合として取り扱うものとする。
（規則15－14運用通知第12の第４項）
　（２）連続する８日以上の期間（当該期間中の要勤務日数が少ない場合として人事院が定める場合は、人事院が定める期間（※１））の病気休暇を使用した職員が、その病気休暇の期間の末日の翌日から、実勤務日数（育児時間その他の人事院が定める時間（※２）がある場合、それらの時間以外のすべてを勤務した日の日数）が20日に達するまでの間に、再び病気休暇を使用したときは、前後の病気休暇の期間は連続しているものとみなす。
（規則第21条第２項）
　　　※１　「人事院が定める場合」は、連続する８日以上の期間に含まれる要勤務日数が３日以下である場合とし、「人事院が定める期間」は、要勤務日数が４日以上である期間とする。
　　 ※２　「人事院が定める時間」は、①育児時間、②保育時間、③通勤緩和、④時間単位の介護休暇、⑤生理日の就業が著しく困難である場合の時間及び分単位の病気休暇、⑥健康診査及び保健指導のための職務専念義務の免除、⑦休息、補食のための職務専念義務の免除、とする。
（規則15－14運用通知第12の第５項）
　（３）使用した病気休暇の期間が90日に達した日後においても、引き続き、当初の病気とは明らかに異なる病気（※１）のため療養する必要があるときは、当該90日に達した日後においても当該明らかに異なる病気に係る病気休暇を承認することができる。この場合において、当該明らかに異なる病気にかかった日以後における病気休暇の期間は、連続して90日を超えることはできない（※２）。
（規則第21条第３項）
※１　「明らかに異なる病気」には、症状が明らかに異なると認められるものであっ
ても、病因が異なると認められないものは含まれず、各省各庁の長は、医師が一般に認められている医学的知見に基づき行う症状や病因等についての診断を踏まえ、明らかに異なる病気に該当するかどうかを判断するものとする。また、明らかに異なる病気に罹った日については、各省各庁の長が、当該診断を踏まえ、判断するものとする。
（規則15－14運用通知第12の第６項）
※２　明らかに異なる病気に罹った日が、病気休暇の期間が90日に達する日以前であ
る場合の規定である。
　（４）使用した病気休暇の期間が90日に達した日の翌日から、実勤務日数が20日に達する日までの間に、当初の病気とは明らかに異なる病気のため療養する必要があるときは、当該明らかに異なる病気に係る病気休暇を承認することができる。この場合において、当該病気休暇の期間は、連続して90日を超えることはできない（※）。
（規則第21条第４項）
　　　※　明らかに異なる病気に罹った日が、病気休暇の期間が90日に達した日後の病休
通算判定期間（クーリング期間）内である場合の規定である。
　（５）病気休暇の期間計算において、連続する病気休暇の間にある週休日、休日、病気休暇以外の休暇等により勤務しない日（※）は、病気休暇を使用した日とみなして計算する。
（規則第21条第５項）
　　　※　年次休暇又は特別休暇を使用した日等や１日の勤務時間の一部を勤務しない日
が含まれる。
（規則15－14運用通知第12の第７項）
　（６）休職制度が適用されない、臨時的職員、条件付採用期間中の職員及び検察官の病気休暇の期間は、療養のため勤務しないことがやむを得ないと認められる必要最小限度の期間とする。   
（規則第21条第６項）
　（７） このほか次の事項を事務総長通知において規定している。
　　　 ア　時間及び分単位で病気休暇を使用した日も、全日病気休暇を使用した日と同様、連続90日の期間計算に算入すること。
（規則15－14運用通知第12の第８項）
　　　 イ　①連続する８日以上の期間の病気休暇を承認する場合、②新たに病気休暇の請求をした者がその病気休暇の開始予定日前１ヵ月の間に５日（要勤務日に限る。）以上の病気休暇を取得していた場合には、医師の証明書その他勤務しない事由を十分に明らかにする証明書類の提出を求めるものとすること。
（規則15－14運用通知第15の第３項）
　　　 ウ　証明書類の提出を求める場合において、証明書類が提出されないとき、提出された証明書類の内容によっては勤務しないことがやむを得ないと判断できないときその他特に必要があると認めるときには、健康管理医又は各省各庁の長が指定する医師の診断を求めるものとすること。
（規則15－14運用通知第15の第３項）
　　　 エ　休暇簿については、病気休暇用と特別休暇用を別々のものとし、病気休暇用においては、新たな記載事項として、①病気休暇の期間が連続しているかどうか及び連続している場合には請求期間を含めたこれまでに使用した病気休暇の日数、②証明書類の有無、を追加すること。
（規則15－14運用通知第16の第１項、別紙第５及び別紙第５の２）
　２．人事院規則９－82（俸給の半減）の一部改正
  （１）「引き続き勤務しない期間」の期間計算を、原則、病気休暇の取扱いに合わせる。
①　a)生理日の就業が著しく困難である場合、b)公務災害、通勤災害の場合及びc)
規則10－４に基づく勤務の軽減措置を受けた場合における病気休暇を取得した日その他の人事院で定める日については、「90日」の期間計算に算入しないこととし、90日経過後に当該病気休暇を取得した日については、俸給を半減しないこととする。　　　　　　　　　　　　　　　　　（規則９－82第４条、第５条）
※  人事院で定める日は上記a)～c)までの場合の病気休暇を使用した日とa)～c)
までの病気休暇等の間にある週休日、休日等その他の病気休暇等の日以外の勤務しない日とする。　　　　　　　　　　　（規則９－82運用通知第４条関係）
②　時間及び分単位の病気休暇を取得した日であっても「90日」の期間計算において
は１日として算入する。　　　　　　　　　　　　　　（規則９－82第４条）
③　①a)～c)の場合の病気休暇の期間又はクーリング期間の前後の病気休暇は引き
続いているものとみなす。           
　           （規則９－82第５条第３項、規則９－82運用通知第５条関係）
　（２）俸給の半額が減ぜられるのは、「90日」経過後の引き続く勤務しない期間において一日の勤務時間のすべてを病気休暇等により勤務しない日とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（規則９－82第５条第１項）
　（３）結核性疾患による病気休暇等については、俸給の半減までの期間を１年とする特例を廃止する。
   注）　連続する病気休暇の上限が原則90日となったことから、病気休暇により俸給の半減措置が適用されるのは、①当初の病気に引き続いて明らかに異なる病気により病気休暇を当初の病気休暇使用開始日から起算して90日を超えて使用した場合、②病気休暇の上限が設定されない条件付採用職員及び臨時的任用職員が90日を超えて病気休暇を使用した場合に限られる。
Ⅱ．施行期日等
　１．施行期日
      公布日：平成22年11月１日
　　　施行日：平成23年１月１日
　２．経過措置
　（１）規則15－14の一部改正関係
改正後の規定に基づく病気休暇の期間計算は、施行日以後に使用した病気休
暇から行うこととする。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ただし、施行日前から引き続いて病気休暇を取得している場合等は、施行日から起算して90日の範囲内で、当該病気休暇の開始の日から、各府省における従前の運用ルールに基づく休職発令を行う日の前日までの期間をその取得可能期間として取り扱うことが適当である。
　　　　
　（２）規則９－82の一部改正関係
施行日前から引き続き、結核性疾患による病気休暇等により勤務しない職員
にあっては、俸給の半減までの期間を１年とする。
                                                            以　　　上
